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○平成19年9月 ：台風第9号の来襲

○平成19・20年：西湘海岸保全対策検討委員会を開催
○平成20～26年：現地調査、試験の実施
○平成26年 ：西湘海岸の直轄事業化（県からの要望）
○平成27年～ ：明日の西湘海岸を考える懇談会を開催

・第１回（平成27年3月25日）

・第２回（平成28年1月27日）

・第３回（平成29年3月29日）

・第４回（平成31年1月31日）

・第５回（令和 2年1月23日）

・第６回（令和 3年2月26日） 書面開催 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため

・第7回（令和 5年1月27日）

・第８回（令和 ６年１月２６日）

１．令和５年度までの経緯

平成29年10月23日
台風第21号の来襲

【被災後】平成19年9月10日撮影【高波浪時】平成19年9月10日撮影【被災前】平成19年9月4日撮影

令和3年8月8日
台風第9号第10号の来襲

令和3年10月1日
台風第16号の来襲
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１．令和５年度までの経緯

平成１９年９月 台風第9号により被災

明日の西湘海岸を考える懇談会

開催時期：平成27年3月～現在

開催回数：７回開催（今回８回目）
参加者 ：整備局、京浜河川事務所、神奈川県、

国総研、小田原市、二宮町、大磯町、
有識者５名、漁組、地区代表、市民団体等

議題 ：意見交換、情報共有 （合意形成）

◆第３回懇談会（H29.3.29）
岩盤型潜水突堤 構造決定

西湘海岸保全対策技術検討会

開催時期：平成26年11月～現在

開催回数：１０回開催
参加者 ：本省、整備局、京浜河川事務所、国総研、有識者２名等
議題 ：技術的な検討

【岩盤型潜水突堤のイメージ】
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潜水突堤 【Sensui tottei】+砂礫養浜 【Sareki Youhin】

【岩盤型SeiSYo工法】



２．事業概要 -整備内容-

・岩盤型潜水突堤 6基 ・養浜 約36万ｍ3
・洗掘防護施設 約2ｋｍ ・沿岸漂砂礫流失抑制施設 約１ｋｍ

小田原市
二宮町 大磯町

大磯（葛川東側）工区
2.5km

大磯（葛川
西側）工区

1.5km
二宮工区
2.2km

小田原工区
6.5km

漁
港
区
域

直轄工事区域 約13ｋｍ

①
② ③

④
⑤

⑥
＋砂礫養浜
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漂砂が海底谷へ落込むのを抑制
平常時に漂砂の移動は妨げず
高波浪時は砂礫の移動を制御

漂
砂

漂砂

砂礫



５号突堤

波除工

仮設桟橋

Ｒ３西湘海岸岩盤型潜水突堤整備工事
（R3.10.15～R6.3.29）

波除工

Ｒ４西湘海岸第５潜水突堤作業基盤整備工事
（R5.7.1～R6.3.29）

R５西湘海岸第５潜水突堤作業基盤整備工事
（R5補正予算）

４号突堤

作業ヤード

３．令和５年度の工事状況

令和 ４年10月26日撮影

5令和 5年9月20日撮影

４号突堤 ５号突堤

令和 5年11月27日撮影



４．岩盤型潜水突堤

・施工方法を踏まえたイメージ図。（基本構造は変更していない）

第５回懇談会資料より抜粋
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約42ｍ

令和 5年12月6日撮影 令和5年10月11日切断完了

令和 6年 1月22日撮影



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

①

②
③

岩盤型潜水突堤完成イメージ
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４．岩盤型潜水突堤

・26枚のパネルを現場にてPC鋼棒にて連結
・3分割の大型ブロックとして据付

・3Dプリンターを用いて、3分割のブロックを
工場製作し、据付

・ブロック空洞部を充填ｺﾝｸﾘｰﾄにて隣接・後続
ブロックと一体化

施工者提案 3Dプリンターの活用施工者提案 3Dプリンターの活用



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

内部充填：UFC（高強度繊維補強コンクリート）
「スリムクリート」

・大林組が開発した常温硬化型のモルタル．

・引張強度や曲げ強度が高いだけでなく，高い引張靭性を有
するため，単独でも構造体として使用可能．

・スランプフローは600mm程度，自己充填性を有する．

・圧縮強度 180N/mm2 以上
・引張強度 8.8N/mm2 以上
・曲げ強度 25.1N/mm2 以上 8

製作完了製作完了

製作状況製作状況外殻：3Dプリンター専用モルタル

積層モルタル幅70mm
積層モルタル厚5mm

・硬化促進剤を混合したプレミックスモルタル．
・凝結遅延剤による硬化速度の調整を行う．

・初期ひび割れの防止や積層時の形状保持，
層間の一体性の確保を目的として，PVA繊維を
混合．

・圧縮強度 60N/mm2 程度

3Dプリンター外殻
（3Dモルタル）

スリムクリート

４．岩盤型潜水突堤

施工者提案 3Dプリンターの活用施工者提案 3Dプリンターの活用

3Dプリンター外殻
（3Dモルタル）
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４．岩盤型潜水突堤

動画 約 5分動画 約 5分
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

建設用３Dプリンタを用いたコンクリートプレキャストブロックの製作について
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４．岩盤型潜水突堤

１１ 22 33

44 55 66 77

88 99 1010 1111

1212 1313 1414

建設用３Dプリンタを用いた海岸コンクリートプレキャストブロックの製作
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５．西湘海岸の現在の状況
UAVによる海岸線調査

■令和 5年11～12月に西湘海岸全域を対象にUAV空撮（垂直）調査を実施。
■空撮画像から砂浜の概況、標高データ、底質情報等を取得。
■取得した空撮画像は解像度約1cmの高解像度画像。

大磯港

酒匂川

森戸川
4-5号潜水突堤

調査範囲図

二宮漁港

調査範囲

図-1 調査範囲

４号潜水突
堤工事箇所

仮設桟橋

工事用道路

５号潜水突
堤工事箇所

令和 5年11月27日撮影

※背景は国土地理院の地理院タイル図-2 4号及び5号潜水突堤工事箇所付近の空撮画像

４号及び５号潜水突堤工事箇所付近
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５．西湘海岸の現在の状況

UAVによる海岸線調査

※RTK-UAVによる砂礫海岸変動特性の解明（佐藤ら(2020)
高頻度UAV観測に基づく砂礫海浜変動特性の解明（佐藤(2022)）

■取得したデータの一例（二宮漁港の突堤付近）を以下に示す。
■既往知見※を参考に空撮画像の明度勾配から底質情報（砂とレキの判別情報）を取得。
■次年度以降も同様の調査を実施し、砂浜の概況、標高、底質の変化状況をモニタリング予定。

空撮画像

二宮漁港

図-1 二宮漁港の突堤付近の空撮画像

標高

図-2 二宮漁港の突堤付近の標高

底質情報

レキが卓越

砂が卓越

図-3 二宮漁港の突堤付近の底質情報（明度勾配）



年度

整備メニュー

岩盤型潜水突堤(６基)

①

②

③

④

⑤

⑥

本体

進入路等

本体

進入路等

本体

進入路等

本体

進入路等

本体

進入路等

Ｒ１８ Ｒ１９Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１７Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ２０ Ｒ２１ Ｒ２２ Ｒ２３

進入路等

本体

沿岸漂砂流失抑制施設
(約１km)

洗掘防御施設
(２km)

養浜(３６万m3)

６．その他
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令和 5年度末
突堤完成予定

西湘海岸保全施設整備事業の進捗と今後の予定


